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【
平
戸
市
自
治
連
合
協
議
会
長
賞
】

　
平
松　
さ
み（
書
の
部
・
浦
の
町
）

【
平
戸
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】

　
佛
田　
京
子（
書
の
部
・
職
人
町
）

【
平
戸
市
商
工
会
長
賞
】

　
森　
田
鶴
子（
書
の
部
・
生
月
町
）

【
長
崎
新
聞
社
賞
】

　
小
田　
凜
音（
工
の
部
・
平
戸
小
５
年
）

【
西
日
本
新
聞
社
賞
】

　
平
松　
碧
樹（
書
の
部
・
平
戸
中
２
年
）

【
読
売
新
聞
西
部
本
社
賞
】

　
大
石　
愛
仁（
画
の
部
・
田
平
中
３
年
）

【
平
戸
市
医
師
会
長
賞
】

　
上
野　
佳
江（
書
の
部
・
宮
の
町
）

【
平
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】

　
田
渕　
龍
馬（
画
の
部
・
生
月
小
３
年
）

【
平
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】　

　
横
尾　
紬
希（
画
の
部
・
大
島
小
２
年
）

【
奨
励
賞
】（
氏
名
の
み
・
順
不
同
）

　
田
中
徳
治
・
富
永
節
子
・
尼
﨑
愛
子
・

　
吉
木
逸
子
・
森
田
君
子
・
藤
澤
聖
子
・

　
辻
タ
ケ
子
・
平
野
和
子
・
大
鳥
居
和
子
・

　
長
嶋
久
美
子
・
尼
﨑
榮
・
調
由
有
子
・

　
吉
田
キ
ミ
・
針
尾
紅
瑠
実
・
大
浦
瑞
希
・

　
永
田
陽
樹
・
永
田
莉
子
・
鴨
川
紗
奈
・

　
野
上 

到
志
・
横
田
茜
・
吉
本
涼
真
・
松

　
本
航
弥
・
森
あ
ん
な
・
眞
﨑
萌
々
子
・

　
藤
澤
昌
穂
・
濵
﨑
巧
吏
・
西
山
幸
志
・

　
塩
飽
艇　
　
　
（
敬
称
略
）

平
戸
市
美
術
展
覧
会
入
賞
者

【
市
長
賞
】

　
大
坂
屋　
シ
ズ
子（
画
の
部
・
大
久
保
町
）

　
尼
﨑　
利
幸（
書
の
部
・
岩
の
上
町
）

　
赤
波
江　
誠（
写
真
の
部
・
戸
石
川
町
）

　
杉
山　
安
信（
工
芸
の
部
・
獅
子
町
）

【
市
議
会
議
長
賞
】

　
川
村　
保（
画
の
部
・
紐
差
町
）

【
市
教
育
長
賞
】

　
古
川　
英
輝（
画
の
部
・
度
島
小
６
年
）

　
福
海　
徳
子（
書
の
部
・
生
月
小
６
年
）

【
市
教
育
会
長
賞
】

　
山
口
紗
瑛
フ
ェ
イ
ス（
画
の
部
・
大
島
小
５
年
）

【
平
戸
市
美
術
振
興
会
賞
】

　
山
本　
範
子（
画
の
部
・
田
平
町
）

　
小
山　
の
り
子（
書
の
部
・
前
津
吉
町
）

【
平
戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
】

　
唐
津
屋　
夢
奈（
画
の
部
・
田
助
小
４
年
）

　
森　
結
乃（
書
の
部
・
平
戸
中
３
年
）

【
平
戸
観
光
協
会
長
賞
】　

　
西
田　
朔
羅（
画
の
部
・
紐
差
小
１
年
）

【
平
戸
市
文
化
協
会
長
賞
】

　
吉
田　
京
子（
画
の
部
・
田
助
町
）

【
生
月
町
文
化
協
会
長
賞
】

　
﨑
本　
満
子（
書
の
部
・
生
月
町
）

【
田
平
町
文
化
協
会
長
賞
】

　
松
山　
清（
画
の
部
・
深
川
町
）

【
大
島
村
文
化
協
会
長
賞
】　

　
江
代　
マ
サ
子（
書
の
部
・
崎
方
町
）

秋
の
叙
勲
等

　「
平
成
29
年
秋
の
叙
勲
」お
よ
び「
第
29
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
美
術
展
覧
会
で
入
賞
し
た
表
彰
者
を
紹
介
し
ま
す
。

瑞宝単光章（危険業務従事者叙勲）
（消防功労）

下田　博久さん
(大野町）

元　平戸市消防司令
しもだ         ひろひさ

瑞宝単光章（秋の叙勲）
（消防功労）

久冨　甲一さん
(生月町）

元　生月町消防団副団長
ひさとみ        かついち

　昭和46年10月１日、生月町消防団に入団
以来、33年以上という永きにわたり、旺盛な
る責任感と積極的な行動力で、生月町消防団の
発展に大いに貢献されました。

【例】直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の中、または地
下に避難してください。ミサイルが落下する可能性があり
ます。直ちに避難してください。

　弾道ミサイル情報、緊急地震速報、津波警報など、対処に時間的余裕のない事態
に関する情報を国から送信し、市町村の防災行政無線により、国から住民まで緊急
情報を瞬時に伝達するシステムのことです。また、皆さんの安全を守るため、武力
攻撃やテロなどが迫りまたは発生した地域には、市町村から特別なサイレン音を使
用した防災行政無線により、皆さんに注意を呼びかけることとしています。

　弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能性もありま
す。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、注意が必要な地域に幅広く国
からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防災行政無線で特別なサ
イレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メールなどにより緊急情報をお
知らせします。

弾道ミサイル落下時の行動

Jアラート

Jアラート（全国瞬時警報システム）とは

もしメッセージが流れたら

落ち着いて直ちに行動してください。

窓から離れるか、
窓のない部屋へ移動する

物陰に身を伏せるか、
地面に伏せて頭部を守る

近くの建物の中や地下に避難する

ない場合
建物が

いる場合
屋内に

いる場合
屋外に

武力攻撃や自然災害
　　　　　から身を守るために
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　積極的に職務遂行にあたるとともに、消防署
員の指導育成、技術の向上と士気の高揚を図る
など、平戸市消防の発展に大きく貢献されまし
た。

換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密
閉する。

●屋内にいる場合

●屋外にいる場合 口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、
密閉性の高い屋内または風上へ避難する。

近くに
ミサイルが
落下


